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捕獲されたイノシシ肉の利用

畜産総合研究センター

野生鳥獣害研究チーム
畜産部会 ２３年度研究成果

家畜放牧でイノシシ被害を軽減

 

 
 

 

耕
作
放
棄
地

遊
休
農
地

田・畑

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

  

家畜の放牧ゾーニングによるイノシシの
農作物被害低減効果の検証 （H22~24）

嶺岡乳牛研究所

放牧ゾーニングとは、

被害の多い山際の耕作放棄
地に牛を放牧し、野生鳥獣の
すみかと農地の間に緩衝地帯
を設け、農作物を守る技術

隠れ場がなくなる草の根など餌がなくなる

試験地（館山市小原地区）

①

②

富浦方面から生息域が拡大しつつある

（平成18年頃から徐々に増加）

果樹園

果樹園

畑 果樹園水田

民家

民家

放牧地 放牧地

計40a

平成23年度の放牧状況

放牧開始（6月） 退牧（9月）

試験地：館山市小原地区の耕作放棄地（約40a 、電気牧柵設置）

放牧牛：黒毛和牛（雌）2頭

放牧期間：年2回 6/7～6/30（24日間）・ 8/16～9/26 （42日間）
22年は3回 春 5/12～6/2・ 夏 7/13～8/6・ 秋 9/21～10/18

放牧地周辺の間伐(平成22年 11月~)

平成22年11月から平成23年2月にかけて、放牧地の西側に隣接
した山林で、館山市、森林組合による大規模な間伐が行われた。

①

②

①

②

イノシシの獣道、掘り跡の分布

• 間伐、地元住民による掃除刈り等が行われたため、放牧地周辺及び近
隣の里山に通っていた多くの獣道でイノシシの痕跡が少なくなった。

• 夏が過ぎ稲刈りの時期になると、間伐地にも雑草や竹が繁茂し、放牧地
近隣の里山に見られる痕跡も次第に増えていった。

23年
4-6月

獣道

23年
8-9月

間伐

掘り跡

無人カメラ
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放牧を連続して行うことで放牧地周辺のイノシシの出現頻度が近隣の里山や耕作放棄
地にくらべ低下する傾向にあったことから、放牧ゾーニングがイノシシの農地への侵入
を抑制する可能性が考えられた。

イノシシの出現頻度の変化 (H22)
RAI=（無人カメラに写ったイノシシの頭数）/(カメラの台数×日数）×100
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里山（耕作放棄地含む）

放牧地

イノシシの出現頻度の変化 (H23)

RAI=（無人カメラに写ったイノシシの頭数）/(カメラの台数×日数）×100
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里山（耕作放棄地含む）
放牧地

•間伐後の春から初夏にかけて、放牧地近隣の里山や耕作放棄地の出現頻度は低く
推移したが、7月頃から次第に上昇し始め、8月から10月にかけては高い値を示した。
•一方、放牧地周辺のRAIは放牧が終わる9月下旬まで低く推移した 。

放牧ゾーニングが
イノシシの農地へ
の侵入を抑制する
可能性

• 里に出没するイノシシは減った、あるいは出没が散発
的になったという意見が多かった。

ただし、捕獲頭数からイノシシは減っていない印象。

• 農地への電気柵の設置、箱ワナ等の増設、大規模な
間伐の効果があったと考えられる。
→ 放牧単独の効果は不明だが、集落ぐるみでの複合的な対応が有効。

放牧を含めた複数の対策の相乗効果か？

• 放牧地を横断するイノシシをあまり見かけなくなった。

• 放牧地より南の地区での出没が目立つようになった。
→ 放牧の効果か？

集落での聞き取り調査 及び まとめ
（24年1～2月）


